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MINORI  HOLDINGS

全力サポート
食を通して気持ちを
届けたい、繋げたい。

　相
次
ぐ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
な
が

ら
、
朝
紅
龍
が
部
屋
頭
の
意
地
を
見
せ
、
初

場
所
を
９
勝
６
敗
の
好
成
績
で
締
め
た
。
連

続
６
場
所
目
の
幕
内
土
俵
は
、
初
日
に
竜
電

に
初
の
反
則
負
け
を
喫
し
た
。
意
図
せ
ず
相

手
の
ま
げ
に
指
が
か
か
り
、
今
年
最
初
の
取

組
で
土
が
つ
い
た
。
「
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
初
日

に
初
め
て
経
験
す
る
負
け
方
。
ど
う
な
る
こ

と
か
と
思
っ
た
」
と
、
場
所
後
に
振
り
返
っ
た
。

引
き
ず
る
形
で
、
２
日
目
も
敗
れ
た
。
そ
れ

で
も
「
３
日
目
に
い
い
勝
ち
方
が
で
き
た
」
と
、

徐
々
に
立
て
直
し
て
い
っ
た
。

　10
日
目
か
ら
４
連
勝
す
る
な
ど
、
最
後
の

６
日
間
は
５
勝
１
敗
だ
っ
た
。
だ
が
好
調
に

見
え
た
裏
で
実
は
、
11
日
目
の
千
代
翔
馬
戦

で
左
肩
の
肉
離
れ
を
起
こ
し
て
い
た
。
勝
っ

た
11
日
目
の
取
組
後
も
、
12
日
目
以
降
も
痛

み
は
消
え
て
い
な
か
っ
た
。
「
初
場
所
後
に
病

院
に
行
っ
た
ら
『
肉
離
れ
し
て
い
た
跡
が
あ

り
ま
す
』
と
言
わ
れ
た
」
。
驚
異
的
な
精
神
力

で
、
痛
み
に
耐
え
て
出
場
を
続
け
、
終
盤
戦

は
白
星
を
量
産
し
た
。
も
と
も
と

疲
労
が
蓄
積
す
る
後
半
戦
は
、

星
を
伸
ば
し
き
れ
な
い
傾
向

が
あ
っ
た
だ
け
に
「
自
信

が
つ
い
た
」
と
、
状
態
が
悪
い
中
の
好
成
績

は
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。

　さ
ら
に
「
説
明
す
る
の
は
難
し
い
け
ど
、

つ
か
め
た
も
の
が
あ
る
」
と
、
立
ち
合
い
で
新

た
な
感
覚
を
見
い
だ
し
た
。
精
神
的
に
も
技
術

的
に
も
、
一
回
り
成
長
し
て
臨
む
今
年
の
春
場

所
は
、
念
願
だ
っ
た
後
援
会
が
発
足
す
る
。
会

員
募
集
を
始
め
、
場
所
後
に
は
設
立
交
流
会

も
予
定
。
左
肩
は
自
然
に
治
癒
す
る
の
を
待
つ

し
か
な
く
〝
稽
古
の
虫
〞
が
、
相
撲
を
取
る
稽

古
は
お
預
け
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も

「
い
い
機
会
と
思
っ
て
下
半
身
を
強
化
し
て
ま

す
」
と
、
準
備
に
余
念
は
な
い
。

　い
よ
い
よ
兄
弟
そ
ろ
っ
て
の
幕
内
は
目
前

に
迫
っ
た
。
と
も
に
目
指
す
の
は
三
役
、
さ

ら
に
は
そ
の
先
。
部
屋
頭
と
し
て
で
は
な
く

兄
の
意
地
で
、
目
標
の
番
付
へ
と
先
に
た
ど

り
着
く
決
意
が
、
一
段
と
増
し
て
き
た
。

　　知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
兄
弟
は
同
じ

よ
う
な
道
を
た
ど
っ
て
い
た
。
朝
翠
龍
は
初

場
所
を
「
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
ど
う
な
る
こ
と

か
と
思
っ
た
」
と
、
兄
と
同
じ
言
葉
で
振
り

返
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
自
己
ワ
ー
ス
ト
、

兄
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
初
日
か
ら
４
連

敗
を
喫
し
た
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
み
れ
ば
初

の
２
桁
白
星
の
10
勝
５
敗
。
４
連
敗
後
の
11

日
間
を
10
勝
１
敗
で
乗
り
き
っ
た
。
「
２
桁
は

う
れ
し
い
。
４
連
敗
し
て
ど
こ
か
吹
っ
切
れ

た
」
。
積
極
的
な
相
撲
に
徹
し
た
成
果
だ
っ
た
。

　実
は
４
連
敗
後
、
気
落
ち
す
る
朝
翠
龍
を

見
か
ね
た
部
屋
の
お
か
み
さ
ん
、
高
砂
親
方

（
元
関
脇
朝
赤
龍
）
の
デ
ル
ゲ
レ
ツ
ェ
ツ
ェ
ゲ

夫
人
か
ら
、
心
配
し
て
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

「
大
丈
夫
？

　明
日
か
ら
私
が
送
っ
て
い
こ
う

か
？
」
。
連
敗
脱
出
の
き
っ
か
け
が
ほ
し
い
朝

翠
龍
は
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
即
答
。
そ
れ

ま
で
タ
ク
シ
ー
だ
っ
た
両
国
国
技
館
前
ま
で

の
移
動
を
、
お
か
み
さ
ん
運
転
の
車
に
替
え

た
。
す
る
と
５
日
目
に
連
敗
脱
出
。
そ
こ
か

ら
６
連
勝
し
た
。

　５
日
目
以
降
で
唯
一
、
敗
れ
た
11
日
目
は
、

お
か
み
さ
ん
の
都
合
が
つ
か
ず
、
タ
ク
シ
ー
で

場
所
入
り
し
て
い
た
。
「
お
か
み
さ
ん
に
送
っ

て
い
た
だ
い
た
日
は
全
部
勝
っ
た
。
車
の
乗
り

心
地
も
す
ご
く
良
く
て
感
謝
し
か
な
い
」
と
笑

顔
で
振
り
返
っ
た
。
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
寝
か

し
つ
け
た
り
、
保
育
園
に
迎
え
に
行
っ
た
り

と
、
お
か
み
さ
ん
も
幕
内
３
人
の
送
迎
は
時
間

が
合
わ
ず
。「
き
っ
か
け
一
つ
で
結
果
が
違
う
。

気
持
ち
の
部
分
が
大
き
い
」
と
自
信
を
得
た
。

　兄
弟
の
後
援
会
発
足
は
「
応
援
し
て
く
れ

る
人
た
ち
の
顔
が
見
え
る
の
は
う
れ
し
い
」

と
、
後
押
し
に
な
る
と
確
信
す
る
。
加
え
て

５
月
の
夏
場
所
で
新
入
幕
を
勝
ち
取
り
た
い

理
由
が
、
も
う
一
つ
で
き
た
。
初
場
所
後
に
、

相
撲
協
会
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
無
を
確
認

さ
れ
た
。
原
則
、
幕
内
力
士
が
参
加
の
６
月

パ
リ
公
演
に
、
名
を
連
ね
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い

の
で
パ
リ
に
行
き
た
い
」
。
子
ど
も
の
よ
う
に

目
を
輝
か
せ
た
朝
翠
龍
。
初
場
所
の
勢
い
そ

の
ま
ま
に
春
場
所
も
駆
け
抜
け
る
。

　兄の朝紅龍（27）と弟の朝翠龍（25）

が、ご当所大阪で史上 14組目の「兄

弟幕内」をたぐり寄せる！ １月の

初場所を、西前頭 15 枚目で臨んだ

朝紅龍は９勝６敗、西十両７枚目で

臨んだ朝翠龍は 10 勝５敗。そろっ

て勝ち越し、春場所（３月８日初日、

エディオンアリーナ大阪）は「兄弟

幕内」目前まで番付を上げた。大阪・

四條畷市出身の２人の後援会も春場

所に合わせて発足。場所後には式典

も予定されており、一段と気力充実

の取組が期待される。

痛
み
に
耐
え
意
地
と
精
神
力
で

９
勝
６
敗
の
好
成
績

４
連
敗
か
ら
気
持
ち
の
切
り
替
え

に
成
功
し
結
果
10
勝
５
敗

精
神
力
で
後
半
戦
も

白
星
量
産

念
願
の
後
援
会
が

い
よ
い
よ
発
足

お
か
み
さ
ん
の

運
転
す
る
車
で
国
技
館

「
パ
リ
に
行
く
ぞ
」大
き

な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

大相撲初場所　

千秋楽　豪ノ

山（右）を押し

出しで破る朝

紅龍

大相撲初場所　

千秋楽　朝翠

龍（左）は出羽

ノ龍を上手ひ

ねりで下す

＆

「兄弟幕内」に挑む
大阪三月場所

上半身の筋力強化メ

ニューをこなした後、

上腕をアピールする

兄の朝紅龍（右）と弟

の朝翠龍

朝
紅
龍

朝
翠
龍

「兄弟幕内」に挑む
大阪三月場所

朝
紅
龍朝翠
龍

朝
紅
龍朝翠
龍

朝
紅
龍朝翠
龍
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差
し
入
れ
御
礼

様
／
田
中
邦
宏
様
／
田
中
景
子
様
／
田
中
智

浩
様
／
田
中
や
よ
い
様
・
大
久
保
睦
美
様
／
田

中
祐
二
様
／
玉
山
様
・
水
野
様
・
中
尾
様
／
田

丸
利
博
様
／
マ
ル
ゲ
ン
産
業 

辻
克
彦
様
／
椿

原
健
一
様
／
鶴
丸
隆
義
様
・
紀
子
様
／
株
式
会

社
デ
イ
ズ
東
京
事
務
所
様
／
寺
沢
智
子
様
／

東
京
バ
ス
株
式
会
社
様
／
戸
田
豊
様
／
株
式

会
社
富
山
ビ
バ
レ
ッ
ジ
様
／
と
や
ま
名
水
協

議
会
事
務
局
様
／
中
尾
佑
平
様
／
中
川
碩
志

様
／
中
川
裕
子
様
ほ
か
様
／
中
武
節
男
様
／

九
州
高
砂
部
屋
後
援
会
会
長 

中
野
隆
様
／
中

野
幸
子
様
／
中
林
留
菜
様
／
中
村
友
子
様
／

中
山
航
様
／
永
井
孝
治
様
／
新
見
相
子
様
／

新
沼
優
士
様
／
西
田
啓
作
様
／
西
谷
健
一
様

／
西
村
栄
時
様
／
橋
本
幸
博
様
・
暁
美
様
／
橋

本
泰
様
／
波
津
久
佳
代
子
様
／
服
部
孝
信
様

／
林
田
明
子
様
／
日
本
ダ
イ
ニ
ス
コ
株
式
会

社 

林
雅
和
様
／
原
田
翔
平
様
／
半
澤
京
子
様

／
株
式
会
社
百
点
様
／
平
井
米
蔵
様
／
株
式

会
社
Ｌ
Ｅ
Ｃｓ 

平
岡
範
介
様
／
平
崎
み
ど
り
様

／
株
式
会
社
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
ロ
ス 

フ
ル
シ

マ
様
／
フ
ァ
ン
レ
ー
ウ
ェ
ン
優
様
・
櫻
井
慶

子
様
／
藤
川
真
美
様
／
フ
ジ
テ
レ
ビ
大
相
撲

フ
ー
ド
バ
ト
ル
様
／
藤
原
英
則
様
／
樗
澤
政

之
様
／
船
田
元
様
／
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
様
／
本
間
清
一
様
／
前
田
英
隆
様
／
松
阪

一
紀
様
／
松
島
栄
太
郎
様
／
医
療
法
人
徳
真

会
グ
ル
ー
プ
代
表 

松
村
博
史
様
／
真
鶴
様
／

萬
代
礼
子
様
／
冨
士
工
業
株
式
会
社 

水
谷
勝

幸
様
／
水
本
恵
津
子
様
／
緑
川
あ
か
り
様
／

株
式
会
社
ア
ペ
ス
タ 

三
野
拓
志
様
／
宮
園
智

美
様
／
宮
本
研
二
様
／
宮
本
雄
司
様
／
村
井

孝
郎
様
／
村
瀬
義
彦
様
／
村
田
栄
司
様
・
良
子

様
／
室
井
滋
様
／
株
式
会
社
メ
ガ
テ
ッ
ク
様

／
元
山
達
郎
様
・
容
子
様
／
百
瀬
洋
美
様
／
株

式
会
社
三
森
屋 

森
満
俊
様
／
株
式
会
社
も
ち

吉 

森
田
恵
子
様
／
湘
南
後
援
会 

守
屋
文
子
様

／
Ｊ
Ｒ
九
州
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社 

八
百
屋
の

九
ち
ゃ
ん
様
／
矢
口
喜
章
様
／
矢
内
隆
久
様
・

矢
内
文
隆
様
／
柳
田
保
徳
様
／
薮
郷
生
様
／

山
形
陽
子
様
・
田
中
啓
子
様
／
山
口
友
理
様
・

鈴
木
宏
美
様
／
山
口
美
保
子
様
／
山
本
茂
樹

様
／
山
本
羅
紗
様
／
横
田
侑
様
／
大
藤
建
材

工
業
株
式
会
社 

代
表 

横
溝
広
明
様
／
吉
井
陽

子
様
／
吉
岡
賢
彰
様
／
吉
田
起
男
税
理
士
事

務
所　

吉
田
起
男
様
／
公
益
社
団
法
人
日
本

マ
レ
ー
シ
ア
協
会 

吉
田
政
義
様
／
吉
野
裕
美

様
／
ト
ゥ
ル
ー
ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
ー
株
式
会
社 

米
原
亮
三
様
／
渡
辺
志
津
子
様

青
山
巧
様
／
朝
山
様
／
東
京
朝
乃
山
後
援
会 

東
豊
昭
様
／
足
立
由
樹
様
／
株
式
会
社
Ｌ
ａ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ｅ 

阿
部
裕
介
様
／
一
般

財
団
法
人
ア
ジ
ア
会
館 

安
藤
洋
子
様
／
安
福

寺
様
／
荒
井
益
美
様
／
飯
田
一
也
様
／
飯
田

道
子
様
／
株
式
会
社
ア
イ
・
シ
ー
・
シ
ー 

石

田
勲
様
／
石
橋
佳
美
様
／
石
原
二
丁
目
町
会

様
／
伯
方
塩
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長 

石
丸
一
三
様
／
石
渡
健
司
様
／
キ
ュ
ー
ピ
ー

株
式
会
社 

広
域
家
庭
用
支
社 

市
川
空
様
／
株

式
会
社
伊
藤
園
様
／
伊
藤
平
様
／
伊
藤
典
子

様
／
今
村
佳
広
様
／
岩
本
悟
様
／
若
鶴
酒
造

株
式
会
社 

上
田
夏
世
様
／
上
田
芳
浩
様
／
内

田
悦
司
様
／
宇
野
秀
樹
様
／
遠
藤
祐
司
様
／

大
江
飛
羽
様
／
大
原
初
枝
様
／
岡
崎
茂
様
／

岡
茂
樹
様
・
典
子
様
／
岡
田
泰
之
様
／
株
式
会

社
ダ
イ
ニ
チ 

代
表
取
締
役 

岡
野
順
光
様
／
株

式
会
社
エ
ム
テ
ッ
ク 

岡
野
真
美
様
／
小
川
絹

子
様
／
お
が
わ
株
式
会
社 

尾
河
幸
治
様
／
笠

井
利
武
様
／
樫
原
春
恵
様
／
春
日
井
博
美
様

／
金
光
亮
典
様
／
金
本
明
三
様
・
ひ
ろ
み
様

／
株
式
会
社
カ
ル
チ
ス
タ
イ
ル
様
／
か
れ
〜

屋 

伊
藤
様
／
川
上
大
哉
様
／
河
隅
梨
香
様
／

木
崎
均
様
／
京
田
哲
次
様
／
隅
信
幸
様
／
倉

田
あ
や
様
／
コ
ア
レ
ッ
ク
ス
信
栄
株
式
会
社

様
／
鎌
倉
宮 

小
岩
裕
一
様
／
小
島
栄
美
子
様

／
株
式
会
社
小
嶋
屋
様
／
小
林
雄
矢
様
／
金

神
鉱
業
株
式
会
社
様
／
近
藤
隆
智
様
／
紺
野

美
沙
子
様
／
犀
藤
和
憲
様
／
齋
藤
司
様
／
坂

田
憲
重
様
／
佐
久
間
涼
子
様
／
佐
々
木
康
進

様
／
佐
藤
惠
介
様
／
佐
藤
直
幸
様
／
佐
藤
肇

様
／
佐
藤
深
雪
様
／
瀬
川
工
業
株
式
会
社 

佐

野
昇
様
／
澤
浦
正
様
／
沢
田
芳
樹
様
／
志
岐

一
欣
様
／
澁
谷
元
張
様
・
橋
本
英
和
様
／
清
水

明
日
香
様
／
下
山
豊
彦
様
／
正
道
道
子
様
／

杉
本
妙
子
様
／
本
所
電
器
株
式
会
社 

杉
本
裕

昭
様
／
医
療
法
人
伝
多
会
ま
な
ぶ
歯
科 

鈴
木

学
様
／
ス
ー
ザ
ン
・
ミ
ヤ
モ
ト
様
／
砂
坂
保
弘

様
・
恵
理
子
様
／
関
章
彦
様
・
眞
知
子
様
／
曽

山
睦
彦
様
・
よ
し
子
様
／
株
式
会
社
大
晋
様

／
高
木
奈
々
様
／
高
桑
亨
様
／
高
見
美
枝
子

様
／
高
杉
佳
幸
様
／
高
辻
浩
司
様
・
和
美
様

／
千
代
川
青
果 

高
野
和
子
様
／
髙
橋
広
文
様

／
高
浜
み
つ
子
様
／
株
式
会
社
竹
内
組 

相
談

役 

竹
内
宏
人
様
／
多
神
田
真
子
様
／
立
川
優

１
月
、２
月

　多くの方に応援して頂け

ます様、師弟一丸となって

精進しています。後援会に

入会頂き高砂部屋をますま

す盛り上げて頂きますよう

お願い申し上げます。

【小結会員】年会費　１万円　
新番付、高砂部屋新聞、カ

レンダー送付

【関脇会員】年会費　５万円　

新番付、高砂部屋新聞、カ

レンダー送付、記念品の贈

呈、浴衣地の配布

【大関会員】年会費　10万円　
新番付、高砂部屋新聞、カ

レンダー送付、記念品の贈

呈、浴衣地の配布、たまり

席２枚ご招待（年１場所）

【横綱会員】年会費　20万円　
新番付、高砂部屋新聞、カ

レンダー送付、記念品の贈

呈、浴衣地の配布、升席（４

名分）ご招待（年１場所）

※その他会員に稽古見学と

ちゃんこ会食、千秋楽祝賀会、

激励会のご案内があります。

　入会のお問い合わせは下記

事務局まで。

後援会事務局　東京都墨田区
石原２‒３０‒１　高砂部屋内　

担当　松田、木村悟志　

takasago-info@takasagobeya.com

電話  080‒8761‒8858

HP　URL takasagobeya.com

部屋X （旧twitter）アカウント 

 @takasagobeya_8

後援会員募集

　

４
代
目
高
見
山
は
千
葉
県
銚
子
出
身
で
本
名

吉
岡
酉
之
助
。
明
治
28
年
21
歳
の
時
に
加
増

山
（
か
ぞ
う
さ
ん
）
の
四
股
名
で
初
土
俵
。
40

年
35
歳
で
新
入
幕
と
当
時
で
も
か
な
り
遅
咲
き

の
出
世
を
果
た
し
翌
41
年
５
月
場
所
か
ら
高
見

山
酉
之
助
（
と
り
の
す
け
）
と
改
名
。
42
年
６

月
の
国
技
館
開
館
の
場
所
で
新
大
関
太
刀
山
を

破
り
、
横
綱
梅
ケ
谷
と
大
関
国
見
山
と
は
引
き

分
け
と
奮
闘
し
７
勝
３
分
の
成
績
を
上
げ
、
こ

の
場
所
か
ら
始
ま
っ
た
最
優
秀
成
績
者
に
贈
ら

れ
る
優
勝
掲
額
力
士
第
１
号
と
な
り
ま
し
た
。

１
７
３
㎝
１
３
９
㎏
の
体
格
で
最
高
位
は
関

脇
。
左
四
つ
か
ら
ジ
ワ
ジ
ワ
寄
っ
て
い
く
慎
重

な
取
り
口
で
〝
鈍
州
（
ど
ん
し
ゅ
う
）
〞
と
呼

ば
れ
た
と
い
い
ま
す
。
大
正
２
（
１
９
１
３
）

年
に
引
退
し
て
協
会
に
は
残
ら
ず
銚
子
に
戻

り
、
飲
食
店
を
営
み
な
が
ら
地
元
の
高
校
生
や

素
人
相
撲
の
指
導
者
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
大
正
13
年
１
月
満
50
歳
で
逝
去
。

　

そ
し
て
、
５
代
目
高
見
山
が
皆
様
に
も
お
馴

染
み
の
ジ
ェ
シ
ー
こ
と
高
見
山
大
五
郎
で
す
。

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
２
月
横
綱
前
田
山
の
４

代
目
高
砂
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
ハ
ワ
イ
マ
ウ
イ
島
か

ら
来
日
。
初
め
て
体
験
す
る
雪
の
寒
さ
、
慣
れ
な

い
食
事
、
言
葉
の
壁
、
激
し
い
稽
古
と
固
い
体

で
の
拷
問
の
よ
う
な
股
割
り
、
様
々
な
苦
難
を

耐
え
忍
び
、
入
門
三
年
後
の
昭
和
42
年
３
月
場

所
で
新
十
両
、
翌
43
年
１
月
場
所
新
入
幕
と
番

付
を
上
げ
、
同
年
３
月
場
所
で
は
横
綱
佐
田
の

山
を
破
り
初
金
星
。
以
後
も
柏
戸
、
北
の
富
士
、

琴
櫻
、
輪
島
、
北
の
湖
と
金
星
を
重
ね
獲
得
12

個
は
歴
代
２
位
の
記
録
。
特
に
横
綱
輪
島
に
は

滅
法
強
く
７
個
の
金
星
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

１
９
２
㎝
２
０
５
㎏
の
巨
体
か
ら
繰
り
出
す

突
っ
張
り
や
の
ど
輪
は
威
力
抜
群
で
、
昭
和
47

年
７
月
場
所
で
は
13
勝
２
敗
で
幕
内
最
高
優
勝

を
果
た
し
、
表
彰
式
に
は
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
か

ら
も
祝
電
が
届
き
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
体
に
愛
嬌
溢
れ
る
性
格
で
、「
二
倍
！

二
倍
！
」
で
知
ら
れ
る
布
団
の
丸
八
や
各
社
の

Ｃ
Ｍ
や
テ
レ
ビ
番
組
等
に
も
多
数
出
演
し
国

民
的
な
人
気
を
誇
り
ま
し
た
。
昭
和
59
（
１
９ 

８
４
）
年
５
月
場
所
で
引
退
し
て
東
関
部
屋
を

興
し
、
横
綱
曙
、
潮
丸
、
高
見
盛
等
を
育
て
ま
す
。

高
砂
部
屋
と
は
師
匠
同
士
が
兄
弟
弟
子
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
お
互
い
の
部
屋
を
行
き
来
し
て

の
稽
古
、
ま
た
東
関
部
屋
の
白
河
合
宿
に
高
砂

部
屋
が
参
加
し
た
り
、
高
砂
部
屋
の
下
妻
合
宿

に
東
関
部
屋
も
参
加
し
た
り
と
よ
く
稽
古
を
共

に
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
幕
下
だ
っ
た
朝
青
龍

は
高
見
盛
と
共
に
横
綱
曙
の
胸
を
借
り
て
稽
古

に
励
み
番
付
を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
21

（
２
０
０
９
）
年
定
年
退
職
し
、
81
歳
と
な
っ
た

現
在
も
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

【
元
・
一
ノ
矢　

松
田
哲
博
】

高
見
山（
４
代
目
〜
５
代
目
）

ジェシーこと 5代目の

高見山大五郎  

高
砂
雑
話

〜
そ
の
28
　
高
砂
部
屋
伝
統
の
四
股
名
④
〜

４
代
目
の
高
見
山
酉
之
助

昭和 47 年 7 月場所で

幕内最高優勝

 

大
阪
場
所
の
部
屋
宿
舎 朝白龍の幕内昇進祝賀会が２月11日、ホテル

ニューオータニ東京「おり鶴　麗の間」に、

約130人が集

まって行われ

た。新入幕の

初場所は８勝

７敗と勝ち越

し。「今年の目

標は三役に上

がること。期

待に応えられ

るように一生

懸命頑張って

いく」と決意

を語った。

〒
５
４
２
―
０
０
６
５　

大
阪
市
中
央
区
中
寺
２
―
１
―
41 

久
成
寺 

内　

高
砂
部
屋　

電
話
０
８
０
―
８
７
６
１
―
８
８
５
８

高
砂
一
門
と
と
も
に
50
年　

若
者
頭 

伊
予
櫻

笑
顔
の
花
道

幕内
好発進

日
の
取
組
後
も
「
場
所
入
り
の
時
か
ら
、

お
客
さ
ん
に
『
お
か
え
り
』
と
言
っ
て
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。
一
段
と
歓
声
が

大
き
く
感
じ
た
」
と
、
幕
内
に
戻
っ
て
き

た
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
。

　

２
度
の
４
連
勝
で
、
12
日
目
を
終
え
て

９
勝
３
敗
と
、
優
勝
争
い
で
ト
ッ
プ
の
大

関
安
青
錦
を
１
差
で
追
っ
て
い
た
。
好
成

績
か
ら
上
位
戦
が
組
ま
れ
、
13
日
目
は
関

脇
高
安
戦
、
14
日
目
は
小
結
若
元
春
戦
と

な
っ
た
。
待
ち
望
ん
だ
幕
内
後
半
戦
の
取

組
だ
っ
た
が
、
と
も
に
け
ん
か
四
つ
の
相

手
に
差
し
負
け
て
連
敗
。「
三
役
は
強
か
っ

た
」
。
さ
ら
に
千
秋
楽
も
、
正
代
と
の
大

関
経
験
者
対
決
に
敗
れ
た
。
「
３
連
敗
で

終
わ
り
、
勝
ち
越
し
た
う
れ
し
さ
は
な
い
。

届
か
な
か
っ
た
２
桁
白
星
を
大
阪
で
達
成

し
た
い
」
。
近
大
で
４
年
間
過
ご
し
た
〝
第

２
の
故
郷
〞
大
阪
で
の
雪
辱
を
誓
っ
た
。

　

後
が
な
い
状
況
か
ら
踏
ん
張
っ
た
。
５

連
敗
で
５
勝
７
敗
と
な
っ
た
13
日
目
か

ら
、
朝
白
龍
は
初
場
所
を
３
連
勝
締
め
。

逆
転
で
勝
ち
越
し
を
決
め
た
。
特
に
千
秋

楽
の
十
両
佐
田
の
海
戦
は
〝
入
れ
替
え
戦
〞

の
位
置
付
け
。
敗
れ
れ
ば
１
場
所
で
再
び

十
両
に
転
落
す
る
こ
と
が
、
濃
厚
と
い
う

一
番
を
完
勝
し
た
。
立
ち
合
い
で
当
た
っ

て
左
に
回
り
込
み
、
右
を
差
す
と
左
上
手

も
引
き
、
万
全
の
体
勢
。
そ
こ
か
ら
一
気

に
寄
り
切
っ
た
。

　

朝
白
龍
は
初
場
所
後
に
「
気
持
ち
の
問

題
が
大
き
か
っ
た
。
７
敗
し
て
か
ら
『
普

通
に
や
ろ
う
』
と
、
ど
こ
か
吹
っ
切
れ
て

や
っ
た
結
果
」
と
、
初
め
て
幕
内
力
士
と

し
て
臨
ん
だ
本
場
所
で
、
気
負
い
が
あ
っ

た
と
振
り
返
っ
た
。
事
実
、
初
日
か
ら
３

連
勝
、
７
日
目
を
終
え
て
５
勝
２
敗
と
、

得
意
の
右
四
つ
に
組
み
止
め
れ
ば
互
角
以

上
の
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
同
時
に
課
題

も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
「
ス
ピ
ー
ド
で

す
ね
。
全
体
的
に
ス
ピ
ー
ド
が
足
り
な
い
。

立
ち
合
い
も
、
そ
の
後
も
」
。
裏
を
返
せ

ば
「
パ
ワ
ー
は
通
用
し
た
」
と
、
自
信
も

つ
か
ん
で
い
た
。

　

新
入
幕
場
所
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

が
、
14
日
目
の
正
代
戦
だ
っ
た
。
「
テ
レ

ビ
で
見
て
い
た
人
。
そ
の
人
に
勝
て
た
の

は
、
う
れ
し
か
っ
た
」
。
互
い
に
勝
ち
越

し
に
後
が
な
い
状
況
で
、
大
関
経
験
者
に

勝
て
た
こ
と
が
自
信
と
な
っ
た
。
「
勝
ち

越
せ
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
。
春
場
所
も
変

わ
ら
ず
、
ま
ず
は
勝
ち
越
し
が
目
標
」
。

十
両
２
場
所
通
過
の
実
力
は
本
物
。
目
標

は
年
内
の
新
三
役
昇
進
だ
。

　

若
者
頭
伊
予
櫻
（
64
）
が
、
初
土
俵
か

ら
丸
50
年
と
な
る
春
場
所
限
り
で
定
年

を
迎
え
る
。
愛
媛
・
松
前
中
を
卒
業
後
、

１
９
７
６
年
（
昭
51
）
春
場
所
の
前
相
撲

で
初
土
俵
を
踏
み
、
88
年
春
場
所
限
り
で

引
退
。
最
高
位
は
東
十
両
11
枚
目
だ
っ
た
。

定
年
を
前
に
、
日
本
相
撲
協
会
で
の
50
年

間
を
振
り
返
り
「
長
い
よ
う
で
短

か
っ
た
。
力
士
と
し
て
12

年
、
頭
と
し
て
38
年
。

い
ろ
ん
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
１
つ
と
こ

ろ
に

50
年
も

勤
め
さ
せ
て

も

ら

い
、

協

会
に
も
部
屋
に

も
感
謝
し
か
な

い
」
と
、
し
み
じ

み
と
語
っ
た
。

　

中
学
卒
業
ま
で
ず
っ
と

剣
道
少
年
だ
っ
た
。
た
ま
た
ま
借

り
出
さ
れ
た
相
撲
大
会
で
、
中
２
で
四
国

大
会
、
中
３
で
全
国
中
学
校
大
会
ま
で
勝

ち
進
ん
だ
。
そ
の
全
中
に
際
し
、
高
砂
部

屋
に
１
泊
。
４
代
目
師
匠
が
愛
媛
県
出
身

だ
っ
た
縁
か
ら
、
同
県
代
表
の
中
学
生
は
、

高
砂
部
屋
に
１
泊
す
る
の
が
定
番
と
な
っ

て
い
た
。
当
時
の
５
代
目
高
砂
親
方
（
元

横
綱
朝
潮
）
に
入
門
を
勧
め
ら
れ
、
秋
場

所
後
に
は
当
時
の
人
気
関
取
だ
っ
た
高
見

山
、
富
士
櫻
が
、
中
学
校
の
運
動
会
に
訪

れ
、
勧
誘
さ
れ
た
。「
脇
か
ら
固
め
ら
れ
た
」

と
、
悩
ん
だ
末
に
入
門
を
決
め
た
。

　

突
き
、
推
し
、
左
四
つ
を
得
意
と
し
、

入
門
か
ら
８
年
半
か
け
、
84
年
九
州
場
所

で
新
十
両
に
昇
進
し
た
。
そ
の
場
所

６
日
目
の
栃
纏
戦
を
、
小

手
投
げ
で
敗
れ
た
際

に
左
腕
を
痛
め
た
。

千
秋
楽
ま
で
出

場
し
た
が
、
大

き

く

負

け

越

し
、

十

両

在

位
は
１
場
所
。

そ
れ
で
も
「
関

取
に
上
が
る
こ

と

が

で

き

て

よ

か
っ
た
」
と
、
悔
し

さ
よ
り
も
誇
ら
し
い
気
持

ち
が
、
今
は
強
い
。
27
歳
で
引
退

後
、
若
者
頭
と
し
て
千
代
の
富
士
、
曙
、

朝
青
龍
ら
高
砂
一
門
の
多
く
の
横
綱
の

優
勝
に
立
ち
合
っ
た
。
「
故
郷
の
『
伊
予
』

の
名
前
を
、
ず
っ
と
背
負
わ
せ
て
も
ら

い
幸
せ
な
相
撲
人
生
で
し
た
」
。
今
後
は

未
定
だ
が
、
笑
顔
で
高
砂
部
屋
を
、
相

撲
界
を
去
っ
て
行
く
。

　

左
膝
の
大
け
が
か
ら
再
起
し
た
朝
乃
山

が
１
年
半
、
実
に
９
場
所
ぶ
り
に
幕
内

力
士
と
し
て
本
土
俵
に
帰
っ
て
き
た
。
初

日
こ
そ
、
初
場
所
で
終
盤
戦
ま
で
優
勝
争

い
に
絡
ん
だ
欧
勝
海
に
敗
れ
た
が
、
２
日

目
に
羽
出
山
を
破
り
、
幕
内
力
士
と
し
て

５
４
５
日
ぶ
り
に
白
星
。
幕
内
力
士
の
象

徴
と
も
い
え
る
懸
賞
も
９
本
受
け
取
っ

た
。
「
お
客
さ
ん
の
数
も
多
い
中
で
勝
ち

名
乗
り
を
受
け
る
幸
せ
を
感
じ
た
」
と
、

白
星
を
か
み
し
め
た
。

　

連
日
、
土
俵
入
り
か
ら
大
歓
声
を
浴
び

た
。
幕
内
か
ら
２
度
も
三
段
目
に
転
落
し

な
が
ら
、
い
ず
れ
も
返
り
入
幕
を
果
た
し

た
の
は
史
上
初
。
何
度
も
は
い
上
が
る
姿

は
多
く
の
人
の
胸
を
打
っ
た
。
敗
れ
た
初

大相撲初場所　

12 日目　藤ノ

川（右）を押

し出しで破る

朝乃山

大相撲初場所　

６日目　朝白

龍（後方）は

翔猿を寄り切

りで破る

１月の初場所で幕内に昇進した朝乃山（31）、朝白龍（27）が勝ち越し、

朝紅龍、朝翠龍兄弟を含めた関取衆４人全員が、２０２６年を好発進し

た。初場所を東前頭 16 枚目で臨んだ返り入幕の朝乃山は９勝６敗、

東前頭 17枚目で臨んだ新入幕の朝白龍は８勝７敗だった。勝ち越した

とはいえ、ともに課題を痛感。春場所（３月８日初日、エディオンアリー

ナ大阪）は、さらなる飛躍を期している。

それぞれ課題も明確に

９
場
所
ぶ
り
に

幕
内
力
士
と
し
て

復
活

気
持
ち
切
り
替
え

に
成
功
し
て
逆
転

で
の
勝
ち
越
し

朝乃山

朝白龍

２
度
の
三
段
目
か
ら
の

入
幕
は
史
上
初

大
阪
で
の
二
桁
白
星
達

成
を
誓
う

パ
ワ
ー
は
通
用
し
た
。

課
題
は
ス
ピ
ー
ド

　

初
場
所
の
前
相
撲
で
、
朝
昴
（
あ

さ
す
ば
る
、
20
）
が
初
土
俵
を
踏

ん
だ
。
春
場
所
か
ら
は
序
ノ
口
の
番

付
に
初
め
て
し
こ
名
が
載
る
。
相
撲

ど
こ
ろ
青
森
で
６
歳
か
ら
相
撲
を
始

め
、
五
所
川
原
農
林
高
で
は
３
年
時

の
全
国
高
校
総
体
で
団
体
３
位
。
卒

業
後
は
五
所
川
原
市
の
製
材
所
「
な

か
に
し
」
で
社
会
人
と
し
て
相
撲
を

続
け
た
。
そ
ん
な
中
、
高
校
の
同
級

生
だ
っ
た
現
幕
下
の
安
響
（
安
治

川
）
が
、
序
ノ
口
優
勝
な
ど
活
躍

す
る
姿
に
「
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

や
ら
な
い
で
後
悔
し
た

く
な
か
っ
た
」
と
、
プ

ロ
入
り
を
決
意
。
「
雰

囲
気
も
良
く
て
、
み
ん

な
強
い
の
で
、
こ
の
部

屋
な
ら
強
く
な
れ
る
と

思
っ
て
」
と
高
砂
部
屋

を
選
ん
だ
。
春
場
所
の

目

標

は
「

序

ノ

口

優

勝
」
。
さ
ら
に
「
関
取

目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
」
と
、
将
来
を
見
据

え
た
。

新
序
出
世
披
露
に
臨
む
朝
昴

新弟子朝昴 春
場
所
目
標
は

「
序
ノ
口
優
勝
」

　

２
場
所
連
続
で
負
け
越
し
て
い

た
西
序
二
段
49
枚
目
の
砂
坂
（
19
）

が
、
３
場
所
ぶ
り
の
勝
ち
越
し
を

６
勝
１
敗
の
大
勝
ち
で
飾
っ
た
。

一
番
相
撲
か
ら
５
連
勝
。
六
番
相

撲
で
敗
れ
た
が
引
き
ず
ら
ず
、
七

番
相
撲
を
白
星
で
締
め
た
。
初
め

て
番
付
に
し
こ
名
が
載
っ
た
昨
年

春
場
所
以
来
と
な
る
、
自
己
最
多

の
６
勝
。
「
う
れ
し
い
。
取
組
前
日

の
夕
方
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
調

子
が
良
か
っ
た
」
と
約
２
時
間
、

休
み
な
し
で
部
屋
周
辺
を
歩
き
、

土
俵
で
の
足
の
運
び
も
ス
ム
ー
ズ

だ
っ
た
。
最
高
位
は
西
三
段
目
59

枚
目
。
「
今
年
中
に
幕
下
に
上
が
り

た
い
」
と
、
連
続
勝
ち
越
し
に
意

欲
的
だ
。

　

東
序
二
段
49
枚
目
の
朝
乃
丈

（
39
）
が
15
年
秋
場
所
以
来
、
10
年

ぶ
り
と
な
る
６
勝
を
挙
げ
た
。
七

番
相
撲
で
は
、
各
段
優
勝
の
可
能

性
が
あ
っ
た
全
勝
の
高
倉
山
（
尾

上
）
を
寄
り
切
っ
て
５
連
勝
締
め
。

１
場
所
の
自
己
最
多
白
星
に
並
ん

だ
。
七
番
相
撲
で
対
戦
し
た
、
高
倉

山
と
は
６
年
ぶ
り
２
度
目
の
対
戦
。

「
優
勝
の
可
能
性
が
あ
っ
て
、
相
手

は
緊
張
し
て
い
た
の
が
分
か
っ
た
」

と
、
冷
静
に
取
り
切
り
前
回
敗
れ

た
雪
辱
を
果
た
し
た
。「
砂
坂
と
は

同
じ
49
枚
目
の
東
西
で
同
じ
６
勝
。

来
場
所
も
番
付
が
近
い
は
ず
な
の

で
頑
張
り
た
い
」
と
、
衰
え
な
い

情
熱
で
対
抗
心
を
の
ぞ
か
せ
た
。

自
己
最
多
白
星
に

今
年
中
幕
下
を
目
標

10
年
ぶ
り
６
勝
朝
乃
丈

自
己
最
多
の
６
勝

砂
坂

大
相
撲
初
場
所　

７
日
目　

千
代
福
（
手
前
）
を
上
手
投
げ
で
破
る
朝
乃
丈

大相撲初場所　３日目

はたき込みで豪清丸（右）を破る砂坂

幕内昇進祝賀会盛大に

84 年 9 月、

塵手水を切る伊予櫻

3月22日三月場所
千秋楽祝賀会開催
三月場所千秋楽パーティーを開

催致します。皆さまのご来場を心

よりお待ちしております。◆日

時 2026年３月22日 日曜日 午

後６時開場 午後６時30分開

宴 ◆場所 シェラトン都ホテル

大阪「浪速の間」（４階）（大阪

市天王寺区上本町６―１―55）

会費：20000 円（お一人様）

ご出席の際はあらかじめご連

絡いただきたく宜しくお願い

します（木村悟志　０９０―

６８３２―００７９）。

シェラトン都ホテル大阪

朝
白
龍

朝
白
龍

若
者
頭 

伊
予
櫻

2026 年（令和8 年）2 月24 日　火曜日


